
販
売
し
た
。

田
野
委
員
長
は
閉
会
式

で
、
参
加
者
へ
感
謝
を
述
べ

「
今
年
は
『
乾
杯
か
ら
未
来

を
創
る
』
を
テ
ー
マ
に
、
こ

の
盛
り
上
が
り
が
日
本
の
各

地
域
に
伝
わ
れ
ば
と
い
う
想

い
で
開
催
し
た
。
来
年
は
さ

ら
に
進
化
し
た
ヒ
ア
ガ
ー
デ

ン
を
見
せ
た
い
」
と
締
め
く

く
っ
た
。

さ
ら
に
今
年
は
、
飲
食
店

の
客
足
が
減
少
す
る
９
月
を

主
な
開
催
期
間
と
し
、
歓
楽

街
へ
人
を
呼
び
込
む
狙
い
も

込
め
ら
れ
て
い
る
。

開
催
期
間
中
は
、
Ｄ
Ｊ
や

ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
た
ほ

か
、
当
所
青
年

部
事
業
の
一
環

と
し
て
、
釧
路

公
立
大
学
が
出

店
。
商
品
開
発

か
ら
仕
入
れ
な

ど
を
学
ぶ
機
会

に
す
る
た
め
、

つ
ぶ
貝
を
使
っ

た
明
石
焼
き
と

た
こ
せ
ん
の
ア

レ
ン
ジ
商
品
を

８
月

日
（
金
）
か
ら
９

月
６
日
（
日
）
を
除
く

日

間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
た

『
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン
２
０

２
６
』
が

日
（
金
）
に
最

終
日
を
迎
え
た
。

本
イ
ベ
ン
ト
は
、
釧
路
た

の
・
う
ま
・
ベ
イ
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
釧
路
ヒ
ア
ガ
ー
デ
ン

協
議
会
（
田
野
竜
之
介
実
行

委
員
長･

当
所
青
年
部
会
長)

が
主
催
し
今
年
で

回
目


中
心
市
街
地
の
活
性
化
と
市

民
が
街
に
誇
り
を
持
つ
〝
シ

ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
〟
の
醸
成

を
目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

物
流
効
率
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
」
と
強
調
さ
ら
に｢

管

内
の
道
の
駅
で
は
管
外
か
ら

の
観
光
客
が
増
加
す
る
な
ど

の
整
備
効
果
も
み
ら
れ
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

加
え
て
「
現
在
は
『
尾
幌

糸
魚
沢
道
路
』
事
業
に
よ
る

根
室
方
面
へ
の
延
伸
や
国
道


号
・
２
７
２
号
の
防
雪
対

策
に
も
注
力
し
て
い
る
」
と

説
明
し
た
。

ま
た
、
計
画
の
実
効
性
を

高
め
る
官
民
連
携
の
取
り
組

み
と
し
て
、
民
間
企
業
の
ド

ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
道
路
異
常

の
情
報
収
集
や
一
般
向
け
の

『
地
域
共
創
イ
ン
フ
ラ
ツ
ア

ー
』
な
ど
を
紹
介
し
た
。

最
後
に
村
上
氏
は
「
今
後

も
地
域
の
皆
さ
ま
と
連
携

し
、
釧
根
地
域
の
維
持
・
発

展
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い｣

と
協
力
を
呼
び
か
け
た


替
で
き
な
い
北
海
道
の
価

値
』
を
最
大
化
し
、
国
の
課

題
解
決
を
先
導
す
る
こ
と
を

目
標
に
策
定
さ
れ
た
『
北
海

道
総
合
開
発
計
画
を
説
明


令
和
６
年
３
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
第
９
期
計
画
で
は

「
食
・
観
光
・
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
や
『
生
産

空
間
』
の
維
持
・
発
展
と
と

も
に
強
靱
な
国
土
づ
く
り
を

目
標
と
し
て
い
る｣

と
話
し


生
産
空
間
を
支
え
る
交
通
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
最
も
身

近
な
高
規
格
道
路
の
整
備
状

況
な
ど
を
紹
介
し
た
。

な
か
で
も
、
釧
路
─
札
幌

間
が
直
結
し
た
道
東
道
に
つ

い
て
は
「
一
般
道
利
用
と
比

べ
往
復
所
要
時
間
が
大
幅
に

短
縮
さ
れ
た
」
と
説
明
し
た

上
で
「
水
産
物
の
鮮
度
保
持

や
飼
料
輸
送
の
複
数
回
往
復

が
で
き
、
商
品
価
値
向
上
や

今
回
は
、
釧
路
開
発
建
設

部
長
の
村
上
睦
氏
を
講
師
に

迎
え
『
釧
路
開
発
建
設
部
の

事
業
に
関
す
る
話
題
』
と
題

し
講
演
が
行
わ
れ
た
。

村
上
氏
は
冒
頭
『
他
で
代

運
輸
交
通
部
会
（
増
田
憲

彦
部
会
長
）
が
担
当
す
る
第

２
４
３
回
議
員
例
会
を
８
月

７
日
（
金
）
正
午
よ
り
開
催

し
、
役
員
議
員
ら
約

人
が

出
席
し
た
。

（

）
４
１
４
３
へ
。

随
時
実
施
し
て
い
る
。
詳
し

く
は
地
域
振
興
部
０
１
５
４

な
お
当
所
で
は
、
計
画
策

定
の
支
援
や
専
門
家
派
遣
を

演
。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
自

社
の
情
報
を
Ａ
Ｉ
に
読
み
込

ま
せ
書
類
作
成
な
ど
を
行
う

こ
と
で
、
社
員
は
現
場
の
課

題
把
握
や
従
業
員
・
顧
客
へ

の
配
慮
な
ど
に
集
中
で
き
る

と
し
た
一
方
、
Ａ
Ｉ
は
誤
情

報
を
出
力
す
る
恐
れ
も
あ
る

た
め
、
最
後
に
人
の
点
検
が

不
可
欠
と
説
明
し
た
。

切
」
と
強
調
。
ま
た
、
安
全

と
さ
れ
る
エ
リ
ア
で
大
規
模

浸
水
が
発
生
し
た
事
例
な
ど

を
挙
げ
、
行
政
情
報
を
過
信

せ
ず
状
況
に
応
じ
た
主
体
的

な
判
断
が
必
要
と
指
摘
し
た

ほ
か
、
他
地
域

で
の
被
災
教
訓

を
自
分
事
と
捉

え
て
、
備
え
を

更
新
し
続
け
る

『
継
続
力
』
の

重
要
性
を
説
い

た
。そ

の
上
で
、

計
画
策
定
を
Ａ

Ｉ
で
大
幅
に
短

縮
・
効
率
化
す

る
手
法
を
実

『
Ａ
Ｉ
を
利
用
し
て
作
る

事
業
継
続
力
強
化
計
画
セ
ミ

ナ
ー
』
を
８
月

日
（
月)



道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
で

開
催
し
、
会
場
と
オ
ン
ラ
イ

ン
含
め

人
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
ホ
ワ
イ
ト
ド

ア
社
会
保
険
労
務
士
事
務
所

の
代
表
で
防
災
士
の
田
邊
良

学
氏
を
講
師
に
、
災
害
な
ど

か
ら
会
社
や
従
業
員
を
守
る

簡
易
版
Ｂ
Ｃ
Ｐ
『
事
業
継
続

力
強
化
計
画
』
に
つ
い
て
生

成
Ａ
Ｉ
で
効
率
的
に
策
定
す

る
方
法
を
解
説
し
た
。

田
邊
氏
は
は
じ
め
に｢

計

画
策
定
を
な
ぜ
や
る
の
か


正
し
く
理
解
し
、
自
社
の
経

営
課
題
に
気
づ
く
こ
と
が
大

た
い
」
と
語
っ
た
。

続
い
て
石
橋
氏
が
、
タ
イ

ミ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
概
要
や
釧

路
市
内
に
お
け
る
利
用
状

況
、
今
後
予
定
し
て
い
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
。

事
業
者
向
け
に
は
、
タ
イ

ミ
ー
の
使
用
法
に
つ
い
て
の

説
明
会
や
、
ス
ポ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
も
対
応
可
能
な
業
務
の

切
り
出
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
。

ま
た
働
き
手
に
は
、
タ
イ

ミ
ー
上
で
地
域
の
さ
ま
ざ
ま

な
職
種
に
お
け
る
ス
ポ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
募
集
、
多
様
な
手

法
に
よ
る
告
知
や
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
く
こ
と
を
説
明

し
「
タ
イ
ミ
ー
を
利
用
す
る

と
、
約
９
割
の
確
率
で
人
が

来
る
。
そ
れ
を
人
材
確
保
の

足
が
か
り
に
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
」
と
述
べ
た
。

活
用
し
、
一
時
的
な
人
手
不

足
に
対
応
、
さ
ら
に
単
発
マ

ッ
チ
ン
グ
か
ら
継
続
雇
用
へ

と
つ
な
げ
る
こ
と
で
恒
常
的

な
人
材
不
足
の
解
消
を
目
指

し
て
い
る
。

締
結
式
に
は
、
社
長
室
担

当
執
行
役
員
の
石
橋
孝
宜

氏
、
栗
林
定
正
当
所
会
頭
が

出
席
し
、
協
定
を
結
ん
だ
。

栗
林
会
頭
は｢

若
年
層
や


昨
今
利
用
者
が
増
加
し
て
い

る
主
婦
、
シ
ニ
ア
層
な
ど
幅

広
い
人
材
と
、
人
手
を
必
要

と
す
る
企
業
と
の
間
に
、
新

た
な
雇
用
の
結
び
つ
き
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
」
と
話
し
「
本
協
定
を
通

じ
て
人
材
確
保
の
選
択
肢
が

広
が
り
、
一
社
で
も
多
く
の

地
元
企
業
が
労
働
力
不
足
を

解
消
・
緩
和
で
き
る
よ
う
、

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き

本
協
定
で
は
、
中
小
・
小

規
模
事
業
者
が
抱
え
る
深
刻

な
人
手
不
足
・
労
働
力
不
足

の
対
策
と
し
て
、
多
様
な
人

材
が
利
用
す
る
タ
イ
ミ
ー
を

当
所
で
は
４
日
（
金
）
、

ス
キ
マ
バ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

『
タ
イ
ミ
ー
』
を
提
供
す
る

㈱
タ
イ
ミ
ー
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
。

新
人
職
員
紹
介

９
月
か
ら
正
職
員
と
し
て

総
務
課
に
配
属
と
な
り
ま
し

た
、
寒
河
江
改
（
あ
ら
た
）

と
申
し
ま
す
。

入
所
の
理
由
は
、
進
学
に

よ
り
一
度
釧
路
を
離
れ
た
こ

と
で
、
地
元
の
良
さ
を
改
め

て
実
感
し
、
地
域
の
発
展
を

支
え
る
力
に
な
り
た
い
と
考

え
た
た
め
で
す
。

大
学
で
学
ん
だ
情
報
デ
ザ

イ
ン
の
知
識
を
活
か
し
、
地

元
へ
の
貢
献
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

物
と
な
る
。
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未
来

を
考
え
、
全
員
が
一
丸
と
な

っ
て
支
え
あ
っ
て
ほ
し
い
」

と
述
べ
た
。

議
事
で
は
、
令
和
９
年
度

の
会
長
選
出
が
行
わ
れ
、
選

考
委
員
会
に
よ
る
推
薦
の
も

と
、
栗
林
延
年
氏
（
㈱
三
ッ

輪
商
会･

代
表
取
締
役
社
長)

を
満
場
一
致
で
承
認
し
た
。

選
任
さ
れ
た
栗
林
氏
は
、

自
身
が
す
べ
き
こ
と
に
〝
Ｙ

Ｅ
Ｇ
活
動
の
本
質
的
な
意
義

の
再
確
認
〟
〝
会
員
拡
大
〟

の
２
つ
を
挙
げ
「
メ
ン
バ
ー

が
『
入
会
し
て
良
か
っ
た


地
域
の
人
々
が
『
あ
っ
て
良

か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な


魅
力
的
で
有
意
義
な
組
織
に

し
た
い
。
釧
路
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
未

来
へ
と
繋
げ
る
輝
か
し
い
１

年
に
す
る
」
と
抱
負
を
述
べ

た
。

ホ
テ
ル
で

人
が
出
席
の
も

と
、
令
和
８
年
度
第
１
回
臨

時
総
会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
あ
い
さ
つ
で
、
田
野

会
長
は
令
和


年
度
に
釧

路
で
開
催
さ

れ
る
日
本
Ｙ

Ｅ
Ｇ
全
国
大

会

に

触

れ

「
大
き
な
挑

戦
で
あ
る
全

国
大
会
に
向

け
て
、
次
年

度
の
会
長
は

中
心
的
な
人

当
所
青
年
部
（
＝
釧
路
Ｙ

Ｅ
Ｇ
・
田
野
竜
之
介
会
長
）

は
８
月

日
（
月
）
、
釧
路

セ
ン
チ
ュ
リ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

し
、
２
月
に
全
て
の
事
業
を

終
了
す
る
予
定
。

今
後
は
、

月
に
ベ
ト
ナ

ム
で
成
果
報
告
会
を
実
施

岸
な
ど
を
視
察
し
全
行
程
を

終
え
た
。

を
捉
え
『
ダ
ナ
ン
・
釧
路
ビ

ジ
ネ
ス
人
材
交
流
セ
ミ
ナ

ー
』
も
開
催
し
、
ベ
ト
ナ
ム

側
か
ら
デ
ィ
ン
・
タ
ン
・
ト

ゥ
ン
氏
が
『
ベ
ト
ナ
ム
人
の

若
者
が
日
本
で
働
く
と
い
う

こ
と
』
、
グ
ェ
ン
・
フ
ー
・

ク
ィ
氏
が
『
ベ
ト
ナ
ム
人
大

学
生
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
受
入

れ
の
現
状
と
可
能
性
』
に
つ

い
て
講
話
。
人
材
採
用
に
悩

む
経
営
者
や
採
用
担
当
者
に

向
け
、
新
た
な
人
材
確
保
の

可
能
性
が
示
さ
れ
た
。

東
京
で
は
、
豊
洲
市
場
の

施
設
や
、
国
内
最
大
級
の
水

産
物
展
示
商
談
会
で
あ
る

『
第

回
ジ
ャ
パ
ン
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
シ
ー
フ

ー
ド
シ
ョ
ー
』
、
築
地
魚
河

（
新
富
士
）
を
視
察
。
せ
り

の
運
営
や
公
平
性
の
担
保
、

役
割
分
担
に
つ
い
て
質
疑
が

交
わ
さ
れ
た
。

続
い
て
訪
問
し
た
釧
路
工

業
技
術
セ
ン
タ
ー
で
は
、
釧

路
市
に
お
け
る
『
増
や
し
育

て
る
漁
業
』
や
養
殖
事
業
、

水
産
業
支
援
に
係
る
研
究
開

発
事
例
・
施
設
の
説
明
を
受

け
た
。
ダ
ナ
ン
市
で
も
近
年

漁
獲
が
急
激
に
減
少
し
て
お

り
、
参
加
者
は
今
後
の
養
殖

業
発
展
の
参
考
に
な
っ
た
と

感
想
を
述
べ
た
。


日
に
行
っ
た
鶴
間
秀
典

釧
路
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
で

は
、
ベ
ト
ナ
ム
横
断
経
験
を

も
つ
市
長
か
ら
歓
迎
の
言
葉

を
受
け
、
ベ
ト
ナ
ム
側
か
ら

も
「
市
長
が
ダ
ナ
ン
を
訪
問

す
る
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
ダ

ナ
ン
市
長
と
会
っ
て
ほ
し

い
」
「
事
業
終
了
後
も
関
係

性
を
継
続
し
た
い
」
と
の
声

が
上
が
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
来
釧
機
会

成
を
目
的
と
し
て
い
る
。

今
回
一
行
は
、

、

日

に
釧
路
を
訪
れ
、
水
産
関
連

施
設
の
視
察
や
市
長
へ
の
表

敬
訪
問
な
ど
を
行
っ
た
後
、


、

日
に
東
京
で
施
設
や

展
示
会
を
見
学
し
た
。

研
修
初
日
の

日
は
、
早

朝
の
せ
り
開
始
に
合
わ
せ
て

釧
路
市
公
設
地
方
卸
売
市
場

ー
の
人
材
育
成
と
、
両
市
の

水
産
関
連
事
業
者
や
技
能
実

習
生
な
ど
の
相
互
理
解
促

進
・
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

本
事
業
は
、
ダ
ナ
ン
市
の

水
産
業
バ
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